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令和 6年 8月 14日、新潟県新発田市の養豚農場（約 450頭飼養）におい

て、豚熱の患畜が確認されました。養豚農場での豚熱の感染確認は国内で 93

例目、新潟県では初めてです。豚飼養農家の皆様は、飼養衛生管理を徹底する

とともに、早期発見のために毎日しっかり観察してください。 

 

 

令和 6 年 8 月 12 日、韓国京畿道安城市の韓牛農場（約 80 頭飼養）にお

いて、ランピースキン病（LSD）の感染が確認されました。韓国では昨年 10

月の本病発生後に、国内で飼養中の全ての牛に対してワクチン接種が実施され、

同年 11月には接種が完了していました。今回の発生は、全頭ワクチン接種が

完了して以降、初めての LSD発生です。牛飼養農家の皆様におかれましては、

韓国への不要不急の訪問を控える等、本病の侵入防止に努めるとともに、疑わ

しい症状を発見した場合はすぐに家畜保健衛生所にご連絡ください。 

症状・侵入防止対策については裏面をご確認ください！ 
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新潟県の養豚農場で豚熱発生 

韓国の牛農場でランピースキン病（LSD）発生 

牛飼養農家

の皆様へ 

豚飼養農家

の皆様へ 

 

☆畜舎周囲や農場外縁部への石灰散布 

☆畜舎や飼料庫等の清掃や整理整頓 

☆いのしし、ねずみ等の野生動物侵入対策（防鳥ネット、防護柵など） 

☆食品残さの適正使用（畜産物を含む場合は 90℃以上 60分以上の加熱） 

☆畜産関係者の海外渡航の自粛、関係者以外の農場への立入禁止 

発生予防のポイント 



 

 

 

 


